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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】内視鏡の接続口が、内視鏡連結装置から抜ける
ことを防止できる内視鏡連結装置を提供することにある
。
【解決手段】内視鏡洗浄装置側から伸びるチューブ１０
の先端部に設けられた円筒状の硬性コネクタ２０と、円
筒状で、硬性コネクタ２０の先端部を開放しつつ、先端
部の外周から突出して先端部を覆う弾性コネクタ３０と
、円筒状で、弾性コネクタ３０の外周を、弾性コネクタ
３０の円筒状の軸方向に摺動可能に設けられた摺動カラ
ー４０とを備え、弾性コネクタ３０の内周に内視鏡の接
続口４を挿入し、硬性コネクタ２０の先端部を介して、
接続口４をチューブ１０と連結・連通させ、摺動カラー
４０を弾性コネクタ３０の外周上に摺動させることで、
摺動カラー４０が弾性コネクタ３０の外周を圧迫し、弾
性コネクタ３０が接続口４を把持することを特徴とする
。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡洗浄装置と内視鏡の筒状の接続口とを接続するための内視鏡連結装置において、
該内視鏡洗浄装置側から伸びるチューブの先端部に設けられた円筒状の硬性コネクタと、
円筒状で、該硬性コネクタの先端部を開放しつつ、該先端部の外周から突出して該先端部
を覆う弾性コネクタと、
円筒状で、該弾性コネクタの外周を、該弾性コネクタの円筒状の軸方向に摺動可能に設け
られた摺動カラーとを備え、
該弾性コネクタの内周に該内視鏡の接続口を挿入し、該硬性コネクタの先端部を介して、
該接続口を該チューブと連結・連通させ、
該摺動カラーを該弾性コネクタの外周上に摺動させることで、該摺動カラーが該弾性コネ
クタの外周を圧迫し、該弾性コネクタが該接続口を把持することを特徴とする内視鏡連結
装置。
【請求項２】
　前記摺動カラーの前記チューブ側の端部に、外周方向に突出する鍔部を設けたことを特
徴とする請求項１記載の内視鏡連結装置。
【請求項３】
　前記硬性コネクタの後端部側の前記チューブの外周にカラーを備え、
該カラーの外周径が、前記摺動カラーの内周径よりも小さく、
該カラーが、該硬性コネクタの後端部とは逆側の端部に、外周方向に突出し該摺動カラー
の摺動を制限する係止突起を設けたことを特徴とする請求項１又は請求項２記載の内視鏡
連結装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡洗浄装置と内視鏡の筒状の接続口とを接続するための内視鏡連結装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、内視鏡は使用するごとに洗浄が必要で、内視鏡洗浄装置と内視鏡の筒状の接
続口とを接続するための構造が必要になっている（特許文献１参照）。そして、従来の内
視鏡洗浄装置と内視鏡の筒状の接続口とを接続するための内視鏡連結装置は、図７及び図
８に示すような構造になっていた。図７は、従来の内視鏡連結装置の外観の一例を示す説
明図である。図８は、図７の内視鏡連結装置の縦断面を示す説明図である。
【０００３】
　図７及び図８に示す従来の内視鏡連結装置２は、内視鏡の内腔を洗浄消毒するため内視
鏡洗浄装置に接続し内視鏡と連結するチューブ１０の先端部１０ａに設けられた円筒状の
硬性コネクタ２０と、円筒状で、硬性コネクタ２０の先端部２２を開放しつつ、先端部２
２の外周から突出して先端部２２を覆う弾性コネクタ３０と、チューブ１０の先端部１０
ａの外周１０ｂに設けられたカラー６０とからなる。
【０００４】
　このような構造の従来の内視鏡連結装置２では、内視鏡の円筒状で先端外周に接続鍔４
ａを有する接続口４を、弾性コネクタ３０の内周に挿入し、硬性コネクタの先端部を介し
て、接続口をチューブと連結・連通させるようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－６５６０６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　しかしながら、従来の内視鏡連結装置２は、弾性コネクタ３０の弾性力によってのみ、
内視鏡の接続口４を把持しているため、接続口４が、内視鏡連結装置２から抜ける場合が
あるという課題があった。
【０００７】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、内視鏡の接続口が、内視鏡連結装
置から抜けることを防止できる内視鏡連結装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１記載の内視鏡連結装置は、内視鏡洗浄装置側から伸びるチューブの先端部に設
けられた円筒状の硬性コネクタと、円筒状で、硬性コネクタの先端部を開放しつつ、先端
部の外周から突出して先端部を覆う弾性コネクタと、円筒状で、弾性コネクタの外周を、
弾性コネクタの円筒状の軸方向に摺動可能に設けられた摺動カラーとを備え、弾性コネク
タの内周に内視鏡の接続口を挿入し、硬性コネクタの先端部を介して、接続口をチューブ
と連結・連通させ、摺動カラーを弾性コネクタの外周上に摺動させることで、摺動カラー
が弾性コネクタの外周を圧迫し、弾性コネクタが接続口を把持することを特徴とする。
【０００９】
　請求項２記載の内視鏡連結装置は、摺動カラーのチューブ側の端部に、外周方向に突出
する鍔部を設けたことを特徴とする。
【００１０】
　請求項３記載の内視鏡連結装置は、硬性コネクタの後端部側のチューブの外周にカラー
を備え、カラーの外周径が、摺動カラーの内周径よりも小さく、カラーが、硬性コネクタ
の後端部とは逆側の端部に、外周方向に突出し摺動カラーの摺動を制限する係止突起を設
けたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本願の発明によれば、内視鏡の接続口が、内視鏡連結装置から抜けることを防止できる
。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明に係る内視鏡連結装置の外観の一例を示す説明図である。
【図２】図１の内視鏡連結装置の縦断面を示す説明図である。
【図３】同内視鏡連結装置の使用状態を示す説明図である。
【図４】図３の内視鏡連結装置の縦断面を示す説明図である。
【図５】同内視鏡連結装置の使用状態を示す説明図である。
【図６】図５の内視鏡連結装置の縦断面を示す説明図である。
【図７】従来の内視鏡連結装置の外観の一例を示す説明図である。
【図８】図７の内視鏡連結装置の縦断面を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の形態について図面を参照しながら具体的に説明する。図１は、本発明に
係る内視鏡連結装置の外観の一例を示す説明図である。図２は、図１の内視鏡連結装置の
縦断面を示す説明図である。図３は、同内視鏡連結装置の使用状態を示す説明図である。
図４は、図３の内視鏡連結装置の縦断面を示す説明図である。図５は、同内視鏡連結装置
の使用状態を示す説明図である。図６は、図５の内視鏡連結装置の縦断面を示す説明図で
ある。
【００１４】
　図１～図６に係る内視鏡連結装置１は、内視鏡洗浄装置と内視鏡の筒状の接続口４とを
接続するためのものである。内視鏡連結装置１は、硬性コネクタ２０、弾性コネクタ３０
、摺動カラー４０、カラー５０等から構成されている。硬性コネクタ２０は、内視鏡洗浄
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装置側から伸びるチューブ１０の先端部１０ａに後端部２６が刺さり込む形で設けられた
円筒状のものである。また、硬性コネクタ２０は、チューブ１０から突出する部分である
先端部２２の先端部外周２２ａに溝部２４を有している。さらに、硬性コネクタ２０の先
端部２２には、円筒状で、軸方向に外側に突出し、後述する内視鏡の接続口４の内側に入
り込む突出部２８を備えている。
【００１５】
　弾性コネクタ３０は、ゴムや樹脂の所定の弾性を有する材料を形成された円筒状のもの
で、先端部３２の内周に係止突起３４を備え、後端側には内周に嵌合鍔３６を備えている
。そして、弾性コネクタ３０は、硬性コネクタ２０の先端部２２を開放しつつ、先端部２
２の外周から突出して先端部２２を覆うように硬性コネクタ２０の先端部外周２２ａの周
りに被嵌され、嵌合鍔３６が硬性コネクタ２０の溝部２４と嵌合して固定されている。
【００１６】
　カラー５０は、円筒状で、チューブ１０の先端部１０ａの外周１０ｂに被嵌されている
。また、カラー５０の先端部５０ａが、硬性コネクタ２０のチューブ１０の外周より突出
した部分に当接すると共に、後端部５０ｂには、外周方向に突出する係止突起５２が設け
られている。
【００１７】
　摺動カラー４０は、円筒状で、カラー５０の外周及び弾性コネクタ３０の外周３０ｂを
、カラー５０及び弾性コネクタ３０の円筒状の軸方向に摺動可能に設けられている。また
、必須ではないが、摺動カラー４０の後端部４０ｂには、外周方向に突出する鍔部４２が
設けられている。
【００１８】
　内視鏡側の接続口４は、円筒状で、硬性コネクタ２０の突出部２８が挿入可能な径で、
先端外周に接続鍔４ａが、弾性コネクタ３０の先端部３２から内周３０ａに挿入可能な径
で設けられている。
【００１９】
　このような構成の内視鏡連結装置１の使用方法を説明する。まず、図１及び図２に示す
ような内視鏡連結装置１と内視鏡側の接続口４とが離間した状態で、図３及び図４に示す
ように、弾性コネクタ３０の内周３０ａに接続口４を挿入する。このとき、弾性コネクタ
３０が弾性材料でできていることから、接続口４の接続鍔４ａの径の方が係止突起３４の
内径よりも大きくても、弾性コネクタ３０自体及び係止突起３４が変形して、接続口４が
弾性コネクタ３０の内周３０ａに入ることが可能である。そして、硬性コネクタ２０の突
出部２８が、接続口４に入り込むと共に、接続鍔４ａが弾性コネクタ３０の係止突起３４
に係止されることになる。尚、この段階で、内視鏡連結装置１を介して、チューブ１０と
接続口４とが、連結・連通された状態にはなる。
【００２０】
　次に、図５及び図６に示すように、摺動カラー４０の鍔部４２を押すようにしつつ、摺
動カラー４０をカラー５０側から、弾性コネクタ３０の外周３０ｂ上に摺動させる。摺動
カラー４０は、内周４０ｃで、弾性コネクタ３０の外周３０ｂを圧迫し、摺動カラー４０
が、弾性コネクタ３０の係止突起３４の内径が弾性力で拡径されることを防止し、弾性コ
ネクタ３０が接続口４を把持する状態となる。これにより、内視鏡と内視鏡洗浄装置とが
強固に連結された状態となる。
【００２１】
　尚、内視鏡と内視鏡洗浄装置とを分離させる場合には、上述とは逆に、摺動カラー４０
をカラー５０の方向に摺動させ、摺動カラー４０の内周４０ｃでの弾性コネクタ３０の外
周３０ｂへの圧迫を解除し、その後に、接続口４を弾性コネクタ３０の先端部３２から抜
き取るようにすればよい。
【００２２】
　以上のような内視鏡連結装置１によれば、内視鏡の接続口４が、内視鏡連結装置１から
抜けることを防止できる。
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　尚、上述のように、硬性コネクタ２０の後端部２６側のチューブ１０の外周にカラー５
０を備え、カラー５０の外周径が、摺動カラー４０の内周径よりも小さく、カラー５０が
、硬性コネクタ２０の後端部２６とは逆側の端部に、外周方向に突出し摺動カラー４０の
摺動を制限する係止突起５２を設けることで、摺動カラー４０がチューブ１０側に自由に
移動してしまわないようにすることができる。
【産業上の利用可能性】
【００２４】
　以上のように、本発明によれば、内視鏡の接続口が、内視鏡連結装置から抜けることを
防止できる内視鏡連結装置を提供することができる。
【符号の説明】
【００２５】
１・・・・・内視鏡連結装置
４・・・・・接続口
４ａ・・・・接続鍔
１０・・・・チューブ
１０ａ・・・先端部
１０ｂ・・・外周
２０・・・・硬性コネクタ
２２・・・・先端部
２４・・・・溝部
２６・・・・後端部
２８・・・・突出部
３０・・・・弾性コネクタ
３０ａ・・・内周
３０ｂ・・・外周
３２・・・・先端部
３４・・・・係止突起
３６・・・・嵌合鍔
４０・・・・摺動カラー
４０ａ・・・先端部
４０ｂ・・・後端部
４０ｃ・・・内周
４２・・・・鍔部
５０・・・・カラー
５０ａ・・・先端部
５０ｂ・・・後端部
５２・・・・係止突起
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